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昔
か
ら
日
本
人
は
、
自
然
界
の
動
植

物
、
魚
族
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
き
て
き
た
。
生
業
で
あ
る
適
正
な
林

業
、
農
業
、
漁
業
の
発
展
が
あ
り
、
豊

か
な
物
質
文
明
を
享
受
し
て
き
た
。
東

北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
編
﹁
季
刊
東
北
学
第
５
号
〜
里
山
、

里
海
暮
ら
し
の
中
の
山
と
海
﹂
︵
柏
書

房

２
０
０
５
︶
は
、
人
間
と
山
と
海

と
の
か
か
わ
り
と
そ
の
変
容
を
述
べ
る
。

松
永
勝
彦
著
﹁
森
が
消
え
れ
ば
海
も

死
ぬ
︱
陸
と
海
を
結
ぶ
生
態
学
﹂
︵
講

談
社

１
９
９
３
︶
の
中
で
、﹁
森
林
は

水の文化書誌20《コモンズとしての里海》

天
然
の
ダ
ム
で
あ
り
、
洪
水
を
防
ぎ
、

河
川
水
量
を
で
き
る
だ
け
一
定
に
保
つ

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
森

林
は
川
を
通
し
て
海
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
海
藻
を
増
や
す
栄
養
素
を
海
に

運
び
、
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
魚
介
類
を

増
や
す
大
き
な
機
能
も
あ
る
。
さ
ら
に

河
川
の
恩
恵
を
受
け
て
生
い
茂
っ
た
海

藻
︵
海
中
林
︶
は
産
卵
や
稚
魚
の
成
育

の
場
と
な
っ
て
い
る
﹂
と
論
ず
る
。
だ

が
、
高
度
経
済
成
長
後
、
森
林
の
乱
伐

採
、
河
川
の
ダ
ム
建
設
、
河
川
改
修
工

事
、
ま
た
沿
岸
一
体
の
埋
立
造
成
に
よ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
森
と
川
と
海
が
つ

な
が
る
生
態
系
の
機
能
は
崩
壊
し
て
き

た
と
指
摘
す
る
。

日
本
の
海
岸
延
長
は
３
万
５
１
２
６

km
で
あ
る
が
、
１
９
６
０
年
以
降
、
臨

海
工
業
地
帯
の
造
成
地
に
よ
り
、
海
浜

が
急
速
に
失
わ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

覆
わ
れ
た
海
岸
が
増
え
、
海
岸
侵
食
が

進
ん
だ
。
そ
の
実
態
を
捉
え
た
宇
多
高

明
著
﹁
海
岸
侵
食
の
実
態
と
解
決
策
﹂

︵
山
海
堂

２
０
０
４
︶
が
あ
る
。
さ
ら

に
宇
野
木
早
苗
著
﹁
河
川
事
業
は
海
を

ど
う
変
え
た
か
﹂︵
生
物
研
究
社

２
０

０
５
︶
に
は
、
九
州
・
球
磨
川
に
ダ
ム

が
建
設
さ
れ
た
後
、
八
代
海
の
生
き
物

の
産
卵
、
保
育
場
と
な
っ
て
い
た
藻
場

と
砂
干
潟
が
次
第
に
消
え
、
泥
化
し
、

漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

長
崎
福
三
著
﹁
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

︿
森
︱
川
︱
海
﹀﹂
︵
農
山
漁
村
文
化
協

会

１
９
９
８
︶
は
、
森
林
、
河
川
そ

し
て
海
は
水
と
い
う
﹁
血
液
﹂
を
通
し

て
つ
な
が
っ
た
身
体
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
魚
付
き

林
の
効
用
を
論
じ
る
。
屋
久
島
は
ス
ギ
、

イ
ス
ノ
キ
、
ウ
ヱ
シ
ロ
ガ
シ
の
森
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
年
間
平
均
４
０
０
０

mm
の
大
量
の
降
雨
量
は
大
小
40
河
川
に

分
か
れ
て
半
径
10
数
km
の
陸
地
を
滝
の

よ
う
に
流
れ
海
に
注
ぐ
。
こ
の
海
域
に

は
多
く
の
種
の
魚
、
浮
魚
の
産
卵
場
と

な
っ
て
い
る
。
と
く
に
ブ
リ
、
ト
ビ
ウ

オ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど
の
浮
魚
の
産
卵

が
多
く
、
屋
久
島
全
体
の
森
林
は
魚
の

棲
息
、
繁
殖
用
の
魚
付
き
林
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
。
柳
沼
武
彦
著

﹁
森
は
す
べ
て
魚
つ
き
林
﹂︵
北
斗
出
版

１
９
９
９
︶
も
あ
る
。

最
近
、
海
の
荒
廃
化
を
防
ぎ
、
漁
獲

量
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、
漁
民
が
森

に
植
林
す
る
運
動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
畠
山
重
篤
著

﹁
森
は
海
の
恋
人
﹂
︵
北
斗
出
版

１
９

９
４
︶
、
児
童
向
け
に
畠
山
重
篤
著
・

カ
ナ
ヨ
・
ス
ギ
ヤ
マ
絵
﹁
魚
師
さ
ん
の

森
づ
く
り
﹂
︵
講
談
社

２
０
０
０
︶
、

松
永
勝
彦
・
畠
山
重
篤
著
﹁
魚
師
が
山

に
木
を
植
え
る
理
由
﹂︵
成
星
出
版

１

９
９
９
︶
、
相
神
達
夫
著
﹁
森
か
ら
き

た
魚
︱
襟
裳
岬
に
緑
が
戻
っ
た
﹂
︵
北

海
道
新
聞
社

１
９
９
３
︶、
柳
沼
武
彦

著
﹁
木
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す
﹂
︵
家

の
光
協
会
１
９
９
３
︶
に
み
ら
れ
る
。

柳
哲
雄
著
﹁
里
海
論
﹂
︵
恒
星
社
厚

生
閣

２
０
０
６
︶
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
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を
図
る
、
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
海
を
提

唱
す
る
。

柳
哲
雄
は
、
前
掲
書
﹁
里
海
論
﹂
の

中
で
、
環
境
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
す
る
に
は
人
類
が
共
通
の

行
動
規
範
＝
環
境
倫
理
を
持
た
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
。
よ
り
よ
い
里
海
を
創

る
に
は
１
９
７
１
年
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ

ー
ル
で
生
ま
れ
た
湿
地
の
賢
明
な
利
用

︵
ワ
イ
ズ
・
ユ
ー
ス
︶
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
ち
な
み
、
沿
岸
海
域
に
お
け
る

﹁
ワ
イ
ズ
・
ユ
ー
ス
﹂
と
し
て
の
コ
モ

ン
ズ
の
海
を
確
立
す
る
こ
と
、
と
主
張

す
る
。

秋
道
智
彌
・
岸
上
伸
啓
編
﹁
紛
争
の

海
︱
水
産
資
源
管
理
の
人
類
学
﹂
︵
人

文
書
院

２
０
０
２
︶
は
、
沖
縄
の
パ

ヤ
マ
漁
業
紛
争
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
資

源
を
め
ぐ
る
紛
争
、
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
漁

民
の
ナ
マ
コ
資
源
枯
渇
な
ど
を
描
き
、

そ
の
対
応
と
資
源
管
理
を
追
及
す
る
。

そ
の
里
海
を
創
る
具
体
的
な
書
、
瀬

戸
内
海
研
究
会
議
編
﹁
瀬
戸
内
海
を
里

海
に
﹂
︵
恒
星
社
厚
生
閣

２
０
０
７
︶

に
よ
る
と
、
自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ

い
て
、
山
口
県
は
椹

ふ
し

野の

川
河
口
域
、
干

潟
自
然
再
生
の
実
施
を
述
べ
て
い
る
。

再
生
事
業
と
し
て
中
潟
で
の
重
機
を
用

い
た
干
潟
改
良
、
南
潟
で
の
人
手
に
よ

る
干
潟
耕
耘
・
ア
マ
モ
場
造
成
な
ど
の

実
証
試
験
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

初
期
に
は
底
生
微
細
藻
類
が
爆
発
的
に

増
加
し
、
そ
の
後
細
胞
数
は
収
束
し
、

２
カ
月
後
に
は
イ
ト
ゴ
カ
イ
科
な
ど
の

環
形
動
物
、
４
カ
月
以
降
は
、
カ
ニ
、

エ
ビ
な
ど
の
節
足
動
物
が
増
え
、
１
年

後
に
は
ヨ
コ
エ
ビ
類
な
ど
節
足
動
物
の

比
率
が
増
え
た
と
い
う
。
中
村
充
・
石

川
公
敏
編
﹁
干
潟
造
成
法
﹂
︵
恒
星
社

厚
生
閣

２
０
０
７
︶
に
は
、
東
京
湾
、

三
河
湾
、
英
虞
あ
ご

湾
︵
三
重
県
︶
に
お
け

る
干
潟
造
成
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
、
森
林
と
川
と
海
と
の
水
循
環

に
お
け
る
生
態
系
は
一
体
で
あ
る
と
い

う
書
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
が
、
そ

の
連
携
を
図
る
京
都
大
学
フ
ィ
ル
ー
ド

科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
山
下
洋

監
修
﹁
森
里
海
連
環
学
︱
森
か
ら
海
ま

で
の
統
合
的
管
理
を
目
指
し
て
﹂
︵
京

都
大
学
学
術
出
版
会

２
０
０
７
︶、
三

俣
学
・
森
元
早
苗
・
室
田
武
編
﹁
コ
モ

ン
ズ
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
︱
山
野
海

川
の
共
的
世
界
﹂
︵
東
京
大
学
出
版
会

２
０
０
８
︶
は
、
我
々
に
環
境
に
関
し
、

多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ

は
、
森
林
、
川
、
海
を
コ
モ
ン
ズ
の
考

え
方
を
持
っ
て
、
賢
明
な
利
用
、
管
理

を
行
な
う
こ
と
だ
と
結
論
づ
け
る
。
結

局
、
里
海
と
は
食
べ
る
魚
・
漁
業
資

源
・
漁
撈
を
包
摂
し
た
持
続
的
な
生
態

空
間
な
の
だ
。

ア
ル
・
ゴ
ア

ア
メ
リ
カ
元
副
大
統

領
は
シ
ネ
マ
﹁
不
都
合
な
真
実
﹂
で
、

地
球
温
暖
化
に
対
し
人
類
に
警
告
を
発

し
た
。
現
代
は
地
球
そ
の
も
の
を
環
境

倫
理
に
基
づ
き
、
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
賢

明
な
利
用
、
管
理
を
行
な
う
時
代
だ
。

か
ら
の
人
と
海
の
つ
き
あ
い
方
に
つ
い

て
、
﹁
持
続
可
能
な
開
発
﹂
か
ら
﹁
持

続
可
能
な
生
存
﹂
の
時
代
に
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
海
と
人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
示

す
新
し
い
言
葉
と
し
て
﹁
里
海
﹂
な
る

概
念
を
提
案
す
る
。
即
ち
﹁
里
海
と
は

人
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

性
と
生
物
の
多
様
性
が
高
く
な
っ
た

海
﹂
と
定
義
す
る
。
沿
岸
海
域
を
里
海

と
す
る
た
め
に
は
、
沿
岸
海
域
の
物
質

循
環
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
て
、

人
々
が
ど
の
部
分
に
手
を
加
え
る
こ
と

が
沿
岸
海
域
の
生
態
系
を
豊
か
に
す
る

か
を
考
え
、
沿
岸
海
域
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
自
然
修
復
、
再
生
事
業
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

さ
ら
に
里
海
の
瀬
戸
内
海
と
有
明
海
の

近
年
に
お
け
る
漁
業
生
産
力
に
関
し
分

析
を
行
な
い
、
水
田
か
ら
得
ら
れ
る
食

料
は
植
物
性
炭
水
化
物
で
あ
る
の
に
対

し
、
干
潟
、
里
海
か
ら
得
ら
れ
る
食
料

は
人
間
に
と
っ
て
炭
水
化
物
よ
り
上
質

の
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
食
料
生
産
の
視
点
か
ら
高
い

費
用
を
か
け
て
干
潟
、
里
海
を
水
田
に

変
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い

と
論
ず
る
。

海
辺
の
再
生
を
求
め
て
里
海
を
論
じ

た
、
ま
な
出
版
企
画
編
・
発
行
﹁
季
刊

里
海
︿
創
刊
号
﹀﹂
︵
２
０
０
６
︶
、
瀬

戸
山
玄
著
﹁
里
海
に
暮
ら
す
﹂
︵
岩
波

書
店

２
０
０
３
︶
は
、
江
戸
前
の
浅

草
海
苔
の
復
活
や
千
葉
県
木
更
津
の
漁

師
、
高
知
県
の
柏
島
の
里
海
づ
く
り
、

鹿
児
島
の
諏
訪
之
瀬
島
で
の
漁
業
生
活

の
実
態
を
捉
え
て
い
る
。
ま
た
日
高
健

著
﹁
都
市
と
漁
業
﹂︵
成
山
堂
書
店

２

０
０
２
︶
は
、
福
岡
市
の
姪
浜
、
能
古

島
、
北
九
州
市
の
脇
田
に
お
け
る
都
市

漁
業
の
活
性
化
の
事
例
を
検
証
し
な
が

ら
、
都
市
化
が
進
む
沿
岸
域
で
、
漁
業

が
里
海
と
し
て
持
続
可
能
な
生
存
の
道

を
都
市
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
、
追
及

す
る
。

魚
族
だ
け
で
な
く
、
里
海
は
海
藻
類

も
補
採
さ
れ
る
。
海
藻
類
は
食
用
の
他

に
、
工
業
用
、
医
薬
、
美
容
の
た
め
に

も
利
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
入
れ
歯
の
歯

形
を
と
る
と
き
に
、
グ
ニ
ャ
っ
と
し
た

感
触
の
も
の
を
噛
む
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
主
成
分
は
海
藻
か
ら
抽
出
さ
れ
た
寒

天
と
ア
ル
ギ
酸
で
あ
る
と
い
う
。

山
田
信
夫
著
﹁
海
藻
利
用
の
科
学
﹂

︵
成
山
堂
書
店

２
０
０
０
︶
は
大
変
興

味
を
引
く
。
身
近
な
里
海
で
あ
る
東
京

湾
水
域
12
万
ha
で
は
、
都
市
施
設
の
開

発
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
土
地
造

成
地
面
積
が
２
万
６
０
０
０
ha
に
も
達

し
た
。
若
林
敬
子
著
﹁
東
京
湾
の
環
境

問
題
史
﹂
︵
有
斐
閣

２
０
０
０
︶
は
、

沿
岸
漁
業
の
衰
退
に
関
し
、
高
度
経
済

成
長
期
の
わ
ず
か
20
年
間
に
お
け
る
東

京
湾
の
変
貌
を
追
う
。
そ
し
て
、
中
村

尚
司
・
鶴
見
良
行
編
著
﹁
コ
モ
ン
ズ
の

海
︱
交
流
の
場
・
共
有
の
力
﹂
︵
学
陽

書
房

１
９
９
５
︶
を
紹
介
し
な
が
ら
、

東
京
湾
を
総
有
的
な
共
同
利
用
の
管
理




